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トピックス 風しんが流行しています!!

　平成25年は，風しんが全国的に流行しており，福岡市の患者報告数も
昨年に比べ大幅に増加しています。風しんとは，風しんウイルスによる
病気で，感染者から排出される飛沫（咳やくしゃみ等）からウイルスに
感染します。主な症状は，発熱・発しん・リンパ節の腫れ等です。また，妊
婦が感染した場合は出生児が先天性風しん症候群を発症する可能性が

あるため，妊婦の感染予防には特に注意が必要な
病気です。予防には，ワクチンを接種し，風しんに
対する免疫を獲得しておくことが最も有効です。
保健環境研究所では，風しんの抗体検査を実施
しています。（受付および採血は各区保健福祉センターで行っています。）従来は，妊娠を
希望する女性を対象に検査を実施していましたが，平成25年度は，妊娠中で抗体が十分で
ない女性の配偶者も受検できることとなりました。平成25年5月～7月の風しん抗体検査
状況は，受検者数が1,639人であり，そのうち，抗体が十分ではなくワクチン接種が推奨さ
れる方は，全体の22％でした。妊娠を希望する女性は，妊娠前に風しん抗体検査を受け，抗
体が十分でない場合はワクチンを接種しましょう。
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福岡市風疹患者報告のグラフ

　まもるーむ福岡は福岡市保健環境研究所１Fにある，保健衛生や環境問題
についてこどもから大人まで楽しく学べる体験型学習施設です。
　生きた化石と言われるカブトガニや，福岡の川に住む在来種の魚などの生
き物を間近で観察できるほか，今話題の再生可能エネルギーやセアカゴケグ
モ，食品添加物や食中毒など様々なテーマについて学ぶことができます。
　また，毎週土曜日には工作教室などのイベントも開催しています。
　団体で利用の場合は，ご要望に応じてプランを提案させていただきます。
　体験しながら学べる施設，まもるーむ福岡へ是非一度お越しください。

まもるーむ福岡に
おいでください！

検索まもるーむ福岡TEL 092-831-0669 検索してね

カブトガニ観察の様子

顕微鏡でミクロの世界を観察！



調査研究紹介

セアカゴケグモ
について

鶏肉に付着する食中毒菌を
調査しています。

　日本には卵や魚などの畜水産物を生で食べる文化がありますが，特に九州では飲食店や小
売店で「鶏たたき」や「鶏刺し」といった生の鶏肉料理が提供されています。生の牛肉や牛レ
バーは，血便など重篤な症状を引き起こす腸管出血性大腸菌（Ｏ１５７など）による食中毒が
起こらないように，ユッケなどに使用する生食用牛肉の基準設定や牛レバ刺しの提供禁止な
ど，食品衛生法で厳しく規制されていますが，鶏肉については同様の規制がありません。しか
し，鶏肉に高率に付着しているカンピロバクターは，食中毒の原因菌として常に上位に位置し
ています。私たちは市販されている鶏たたきなどについて，食中毒を
引き起こす菌の付着状況を調査しており，カンピロバクターやサル
モネラで１割程度，リステリアでは３割以上の率で検出されること
を確認しています。生で提供される鶏肉については，今後国による規
制も検討されていますが，消費者自身が食に関する正しい知識を身
につけ，安全な食品を選択することも大切です。

　保健環境研究所では，福岡市内に生息し問題となっているセアカゴ
ケグモ・ハイイロゴケグモの実態を把握し，効果的な駆除や市民への
情報提供を目的に，平成 24 年 11 月より市内での分布状況や生態等に
ついて調査研究を行っています。その一環として平成 24 年 12 月より
厳重に管理された施設の中で，生態の調査研究を行っています。

　本研究の結果，本市に生息しているセアカゴケグモが，他都市で発
見されているゴケグモ類と同様の毒を有していることを確認したほか，
周辺環境に生息しているゲジやハサミムシ等の生物がセアカゴケグモ
の幼体を捕食することを確認しております。また卵のうへの効果が表
示されている一部の殺虫剤について，その有効性を確認しております。

　保健環境研究所では，今後も効果的な駆除方法等の情報を市民の皆
様や関係機関へ提供し，ゴケグモ類の分布拡大を防ぐとともに，被害
の発生防止に努めてまいります。
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鶏肉の生食にはご注意を！



食品の『アレルギー表示』が正しく
表示されているか確認しています。

鉄・アルミ以外の新たな資源回収
に取り組んでいます。

　市内で排出された燃えないごみは，主に資源化センターで破砕さ
れ，鉄，アルミ，可燃物，不燃物に選別されます。鉄，アルミ以外の金属
類は，不燃物などに混入したまま，埋立処分されています。
　保健環境研究所では，資源化センターや埋立処分場に搬入された燃
えないごみから，金や銅，レアメタルなどが含まれるコード類や基板
などを，ごみの受入時に選別・回収する取組をモデル事業として行っ
ています。この取組は，これまで埋立処分されていたものを資源とし
て循環させることで，環境負荷の低減，循環型社会の構築や埋立処分
場の延命化などに貢献するもので，平成 24 年度は，コード類や基板，
銅管など約 15,800kg を回収し，資源として循環することができま
した。

　昨年12月，東京都の小学校で食物アレルギーのある女児が給食を食
べ死亡した痛ましい事故がありました。福岡市においても食物アレル
ギーによる事故が毎年のように発生しています。
　そこで，保健環境研究所では，食物アレルギー症状を引き起こすこと
が明らかになった食品のうち，特に発症数，重篤度から勘案して，表示
義務のあるえび，かに，小麦，そば，卵，乳及び落花生の7品目（特定原材
料）について，年間約50検体の抜き打ち検査を行っています。
　平成24年度は，5検体の違反があり，保健福祉センターが製造所や
販売店に対し商品の回収や指導を行っています。
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特定原材料の検査をしている様子 

回収した基板



･････予算・決算，経理及び庁舎管理に関すること
･････ダイオキシン類等の有害化学物質の検査及び調査研究
･････地下水等の理化学検査及び環境生物の調査研究
･････大気汚染，アスベスト，悪臭等の検査及び調査研究
･････廃棄物の資源化に関する調査研究
･････清掃工場，埋立場の維持管理に関する検査及び調査研究

･････細菌性食中毒，食品の細菌検査及び調査研究
･････ウイルス性感染症・食中毒に関する検査及び調査研究
･････腸内病原菌，衛生害虫等の検査及び調査研究
･････食品添加物，家庭用品，食品苦情の検査及び調査研究
･････残留農薬，動物用医薬品，カビ毒，自然毒の検査及び調査研究

･････予算・決算，経理及び庁舎管理に関すること
･････ダイオキシン類等の有害化学物質の検査及び調査研究
･････地下水等の理化学検査及び環境生物の調査研究
･････大気汚染，アスベスト，悪臭等の検査及び調査研究
･････廃棄物の資源化に関する調査研究
･････清掃工場，埋立場の維持管理に関する検査及び調査研究

細菌担当
ウイルス担当
感染症担当
食品化学担当
微量分析担当

管理係
環境化学担当
水質担当
大気担当
廃棄物 資源化担当
廃棄物 処理施設担

管理係
環境化学担当
水質担当
大気担当
廃棄物 資源化担当
廃棄物 処理施設担当

細菌担当
ウイルス担当
感染症担当
食品化学担当
微量分析担当

■ 保健環境研究所組織図と業務内容
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環境科学課

保健科学課

環境科学課

保健科学課

保健環境研究所保健環境研究所

廃棄物資源化担当及び廃棄物処理施設担当の
事務所はこちらになります。

〒812-0051 福岡市東区箱崎ふ頭 4丁目 13-42
  （臨海工場管理棟 3階）

TEL 092-642-4570  FAX 092-642-4595

〒810-0065  福岡市中央区地行浜2丁目1-34
TEL : 092-831-0660 FAX : 092-831-0726 
E-mai l: hokanken.EB@city.fukuoka.lg.jp
URL : http://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/hokanken/

福岡市保健環境研究所 編集・発行 
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福岡市保健環境研究所
＆

まもるーむ福岡
博多湾

･････細菌性食中毒，食品の細菌検査及び調査研究
･････ウイルス性感染症・食中毒に関する検査及び調査研究
･････腸内病原菌，衛生害虫等の検査及び調査研究
･････食品添加物，家庭用品，食品苦情の検査及び調査研究
･････残留農薬，動物用医薬品，カビ毒，自然毒の検査及び調査研究

湾岸道路

都市高速

貝塚駅 名島駅

市 民 交 流 コーナー
　保健環境研究所では，職員が皆様のところへ訪問してお話しする
出前講座を実施しています！内容は下記の①～③があります。受講
希望の方は，どれを受講するか決めた後に，保健環境研究所までご連
絡ください♪（受付電話番号：①②は 831-0660，③は 642-4570） 

①参加できるのは，おおむね１０名以上で構成された団体に限ります。

②講師料，交通費等，講座にかかる費用は一切無料です。ただし，
　会場は用意していただきますので，経費が必要な場合は団体の
　負担になります。

③次の場合は申込みできません。（政治，宗教，または営利を目的とした
　催し・出前講座の目的に反していると認められる催し）
　※出前講座は市民のみなさまに市政について理解を深めていただく
　　ものです。苦情や要望のみをお聞きするものではありませんので，
　　趣旨をご理解のうえお申し込みください。 

虫を分類しながら学習中

簡単で楽しい実験（下記内容から１つを選択）を通じて，
環境の大切さを学びます。

① 楽しい環境実験室（環境科学課担当）

パックテストを使って水質を調べてみよう

川の中の虫を見てみよう

酸性雨を作ってみよう

食品添加物について講義を通して学びます。 
② 食品添加物の話（保健科学課担当）

ごみ減量やリサイクルの大切さについて講義と実験
（下記内容から１つを選択）を通して学びます。
中学生以上対象。 

③ リサイクル実験講座（環境科学課担当）

※実験準備の都合上，実施日は平日のみで，  
    月に２回程度までとさせていただきます 

ペットボトルから繊維をつくろう 

廃油からキャンドルをつくろう 

牛乳パックからはがきをつくろう   

注意事項

川で虫をとっている様子
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